
「数理科学のための関数解析学」正誤表
初刷の正誤表 （2025年 6月 15日）

頁 場所 誤 正

p.ix 上から 8行目 N, Q N, Z, Q
p.ix 上から 8行目 自然数全体の集合，有理数

全体の集合

自然数全体の集合，整数全

体の集合，有理数全体の集

合

p.4 上から 2行目 同値関係 ∼割った 同値関係 ∼で割った
p.6 下から 8行目 R(X) R(T )

p.13 上から 7行目 それをを含む それを含む

p.13 下から 1行目 2ヶ所 φy1
φb1

p.22 下から 8行目 収束すこと 収束すること

p.23 下から 1行目 置と 置くと

p.26 上から 10行目 としみなし とみなし

p.31 下から 2行目 存在すこと 存在すること

p.32 定理 3.1.1(2) (tx) = tp(x) p(tx) = tp(x)

p.33 上から 6，7行目 p(y − x0) p(y − x1)

p.35 上から 1行目 φ ∈ X φ ∈ X∗

p.35 下から 10行目 ∀y ∀y∈ Y

p.35 下から 10行目 X/Y ⊥ X∗/Y ⊥

p.41 下から 6行目 {xn}n=1 {xn}∞n=1

p.41 下から 3行目 {φn}n=1 {φn}∞n=1

p.42 下から 5行目 (
∫ 1

n

0
|g(t)|qdt)

1
q → ∞ (

∫ 1
n

0
|g(t)|qdt)

1
q → 0

p.43 上から 3行目
1

2

∣∣∣∣∣
n−1∑
k=0

· · ·

∣∣∣∣∣ 1

2

∣∣∣∣∣
n−1∑
k=0

(
· · ·

)∣∣∣∣∣
p.43 下から 7行目

[
2k
2n ,

2k−1
2n

] [
2k
2n ,

2k+1
2n

]
p.44 上から 9行目 ρ(ε) ρ(φ)

p.44 下から 9行目 u ∈ L u ∈ X

p.48 上から 2，5行目 y y0

p.49 上から 6，7行目 opearator operator

p.51 上から 13，16行目 Txn Tnx

p.51 下から 7行目 φn(x) φn

p.54 上から 5行目 有界はでない 有界ではない

p.54 下から 4行目 でR(I − T ) R(I − T )

p.59 下から 7，9行目 pλ2(x) pλ2
(x)

p.68 上から 3行目 h ∈ 2χ[c,1] h= 2χ(c,1]f

p.70 下から 4，6，7行目 (T − T0) (T0 − T )

p.72 上から 4行目 ρ((zI − T )−1) φ((zI − T )−1)

p.73 下から 2行目 lim sup
n→∞

lim sup
n→∞

p.74 上から 7，8，10行目 H X
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頁 場所 誤 正

p.76 上から 15，16，17行目 ℓ2 ℓ2 \ {0}
p.76 上から 16行目 λnx0 λn−1x1

p.77 下から 2行目 |f(t0)− f(t)| |f(t0)− f(t)|2

p.82 上から 4行目 lim
n→∞

∥gn(B1)−B1∥ lim
n→∞

∥gn(B1)−B1∥= 0

p.91 上から 13行目 T ∈ K(X,Y )なので T ∈ K(Y, Z)なので

p.91 下から 6行目 |f(s, t)− f(s′, t′)| |k(s, t)− k(s′, t′)|
p.95 下から 8行目 λBker(λI−T ) λBker(λI−K)

p.95 下から 8行目 dim(λI −K) dimker(λI −K)

p.98 上から 4行目 dIN1
I|N1

p.98 下から 8行目 ∥R− (S ⊕ V (n))∥ < ε ∥R− (T ⊕ V (n))∥ < ε

p.99 上から 5行目 Fredoholm Fredholm

p.99 上から 9行目，12行目 2ヶ

所

λI − T λI −K

p.102 下から 4行目 λBker(λ−T ) λBker(λI−T )

p.102 下から 2行目 定理 7.2.1 定理 7.2.10

p.104 下から 6行目 ∥T − EnT∥ ∥T − TEn∥
p.106 下から 9行目 R(H) H
p.113 下から 6行目 ∥T ∗∥ ∥S∗∥
p.114 上から 5行目，下から 1行

目

Aξ Ak

p.114 上から 9行目 χEm
(ξ) χEn

(ξ)

p.115 上から 10行目 ∥Ak∥2 ∥Ak∥HS
2

p.117 上から 6行目 L2(Ω, µ)は稠密であり L2(Ω, µ)で稠密であり

p.117 下から 8行目 一様収束にする 一様収束する

p.123 下から 1行目第 3項 ⟨An(x+ ik), x+ iky⟩ ⟨An(x+ iky), x+ iky⟩
p.125 3，4行目　 χ(∞,λ](A) χ(−∞,λ](A)

p.127 上から 9行目 sup
t∈σ(A)∩[λ,µ]

sup
t∈σ(A)∩[µ,λ]

p.128 上から 2行目 が成り立つ． = 0が成り立つ．

p.129 下から 12行目 (∞, t] (−∞, t]

p.130 上から 7行目 BΩ BΩ

p.130 下から 7行目 dµx,Eλx(t) dµx,Eλy(t)

p.132 上から 1行目 2ヶ所 (λ− λ
n , λ+ 1

n ] (λ− 1
n , λ+ 1

n ]

p.132 上から 1行目 dµx(t) dµxn
(t)

p.133 上から 2行目 0 < λ < 2π π < λ < 2π

p.133 上から 4，7行目 λ < 2π π < λ < 2π

p.135 リード文 1行目 スペクト分解定理 スペクトル分解定理

p.136 上から 12行目 ⟨x1, y1⟩+ ⟨y1, y2⟩ ⟨x1, y1⟩+ ⟨x2, y2⟩
p.139 上から 12行目 TS = IH1 TS = IH2

p.140 上から 3行目 Aは S は

p.140 上から 4行目 対称性作用素 対称作用素
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頁 場所 誤 正

p.142 下から 1行目 に対してに適用 に対して適用

p.145 上から 4行目
∫ t

s
f ′(r)dt

∫ t

s
f ′(r)dr

p.146 下から 6行目 i(−⟨V y1, y2⟩+ ⟨y1, V y2⟩) −i(−⟨V y1, y2⟩+ ⟨y1, V y2⟩)
p.147 下から 2行目 ker(S + iI) ker(S∗ + iI)

p.150 上から 2行目 ωn Ωn

p.150 上から 7行目 ⟨(x+ y)Et, x+ y⟩ ⟨Et(x+ y), x+ y⟩
p.150 下から 10行目 {πE(fn)}∞n=1 {πE(fn)x}∞n=1

p.151 上から 5行目 y ∈ D(πE(f))
∗, y∗ =

πE(f)
∗

y ∈ D(πE(f)
∗), y∗ =

πE(f)
∗y

p.151 下から 8行目 ∥T∥∥Px∥2 ∥T∥2∥Px∥2

p.152 上から 2行目
∫
Ω
f(t)dµx

∫
Ω
f(t)dµx(t)

p.157 上から 5行目
∫
R g(s)⟨U(s + t)x, y⟩dt =∫
R fs(t)⟨U(t)x, y⟩

∫
R g(t)⟨U(s + t)x, y⟩dt =∫
R gs(t)⟨U(t)x, y⟩dt

p.157 上から 6行目 UsUg = Ugs U(s)Ug = Ugs

p.157 上から 7行目第 2項 dt ds

p.157 下から 7行目 fε ∗ fε supp fε ∗ fε
p.157 下から 4行目第 1項 Ut U(t)

p.157 下から 3行目 [2ε, 2ε] [−2ε, 2ε]

p.157 下から 2行目 ≤ 3 sup
[2ε,2ε]

=3 sup
[−2ε,2ε]

p.159 上から 5行目第 2項 eitA
∗y eitA

∗
y

p.165 下から 9行目 ∥fn+1 − fn∥p ∥fk+1 − fk∥p
p.167 下から 2行目 ∥ 1

2 (f − g)∥p ∥ 1
2 (f − g)∥pp

p.170 上から 2行目 fξ,η(ω) gξ,η(ω)

p.170 上から 6行目 ξn ξm

p.171 上から 2行目 λ ∈ Ω λ ∈ Λ

p.173 下から 2行目 xn ∈ KNn ωn ∈ KNn

p.174 下から 8行目 分割∆に現れるの各小区間 分割∆に現れる各小区間

p.176 補題 A.6.3の 1行目 µ((∞, t]) µ((−∞, t])

p.180 上から 11行目 µ(E) = 0 m(E) = 0

p.180 下から 5行目 関数と 関数 f と

p.181 上から 13行目 Chaper Chapter

p.181 下から 7行目 (ai − ri, a+ ri) (ai − ri, ai + ri)

p.182 下から 8行目 m{Mg > λ} {Mg > λ}
p.183 下から 9行目第 2項 1

r |
∫ r

t−r
(g(s)− g(t))ds| 1

r |
∫ t

t−r
(g(s)− g(t))ds|

p.186 下から 9行目 R(kerA)⊥ (kerA)⊥
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